
590　（590一一594） 小児保健研究

報 告

わが国の麻疹排除に向けた取り組み
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三田村敬子（日本小児保健協会予防接種・感染症委員会）

　2001年に経験したわが国の麻疹流行は推定患

者数約28万人の全国的な大流行であった。感染

症流行予測調査事業によると，当時の麻疹ワク

チン接種率は，1歳児で約50％と極めて低く（図1），

1歳児の麻疹ゼラチン粒子凝集（PA）抗体保

有率（1：128以上）は約40％に留まっていた

（図2）。この状況で流行を経験したため，患者

の多くが乳幼児で，その後成人に感染が拡大す

るという流行形態となった。

　これを受けて，2002年から「1歳になったら

すぐの麻疹ワクチン接種」が全国的に強化され

た。この対策は，乳幼児の麻疹患者減少には極

めて有効であり，2006年は小児科定点からの報

告数が2001年の33，812人から約60分の1の516

人となり，過去20年間で最も少ない年となった。

しかし，思春期～若年成人に残存していた感受

性者対策が不十分であった。

　麻疹および風疹対策のさらなる強化を目的

に，2006年度から麻疹および風疹ワクチンの2

回接種制度が定期接種に導入されたが，同年春

に茨城県南部・千葉県で始まった麻疹の地域流

行は，危惧していた思春期～若年成人の患者が

目立つ流行となり，翌年には，全国流行となっ

た。

　当時日本では，麻疹は“患者が一人発生した

らすぐに対策をとるべき疾患”であるという考

えがなかなか受け入れられなかったことが対策

を困難なものにした。「たかが，はしか」とい
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図1　2001年度感染症流行予測調査事業より得られた年齢別麻疹およびMMRワクチン接種率
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［抗体価測定：ゼラチン粒子凝集法（PA法）／抗体価≧1：128の抗体保有率で比較］

う言葉に代表されるように，麻疹の重症度は実

際より軽く考えられてきたのがその要因の1つ

であると考える。

　2007年の流行は，2006年に引き続き思春期～

若年成人が患者の大半を占め，大学や高校は相

次いで休校になった。麻疹含有ワクチンや麻疹

抗体を測定するための検査試薬の不足が発生す

るなど社会問題にも発展したのは記憶に新しい

ところである。

　これを受けて，わが国は2012年度までに国内

から麻疹を排除し，その状態を維持することを

目標に定め，2007年12月28日に「麻疹に関する

特定感染症予防指針」を策定し，厚生労働大臣

により告示された。

　麻疹排除を宣言するためには，人口100万人

あたり輸入例を除いた麻疹患者数が1人未満に

なること，全年齢コホートで95％以上の抗体保

有率になること（これは，血液検査が求められ

ているのではなく，2回の予防接種率がそれぞ

れ95％以上になることが求められている），た

とえ輸入例が入ってきても，大規模な流行に繋

がらないことなどが求められている。すでに南

北アメリカ大陸と大韓民国では麻疹排除elimi一

nationを宣言している。日本を含めたWHO西

太平洋地域事務局（WPRO）は，2012年を麻

疹排除の目標年としており，それに向けて各国

が努力を続けている。しかし，表に示すとおり，

日本の麻疹患者数は，WPRO領域の中でも多

い方に属し，2007年はラオスに次いで第2位の

人口100万人あたり140．7人，2008年はカンボジ

ア，中国に次いで第3位の人口100万人あたり

85．5人，2009年は5月現在，2008年と比較する

と患者数は激減しているとはいえ，ベトナム，

ニュージーランド，オーストラリア，カンボジ

ア，ブイジー島，マレーシアに次いで第7位の

人口100万人あたり5．7人である。

　現在，麻疹対策の柱になっているのは，麻疹

の全数報告制度麻疹含有ワクチン（原則とし

て使用するワクチンは麻疹風疹混合ワクチン）

の2回接種の徹底，5年間の時限措置として実

施する中学1年生，高校3年生相当年齢を対象

とした2回目の麻疹含有ワクチン接種機会の付

与等であるが，これらを迅速に把握し対策に繋

げるために，国には麻疹対策推進会議を，全国

の都道府県には麻疹対策会議を設置することに

なった。患者数や予防接種状況を定期的に集計

Presented by Medical*Online



小児保健研究

躁
鞠
駆
1
1
て
寸
0
ゆ
執
樽
（
想

，
O
．
H
◎
◎

O
ま
齢
萬

＄
卜
．
ゆ
雪

市
如
O
図
幽
≧

O
．
O

O

寸
N

右
如
e
圃
碗
e
矧
馳
軒
摂

O．

n

N

卜
①

圃
曜
韓
照

eq．

n

8

卜
q
肝
1
肖
1
1
ト
ト
K

Φ．

m

αQ

N
卜
。
Q
減

く
墨
み
τ

O．

｡

◎
◎
一

◎
Q
一

糞
管
ミ
ー
懸
兼
八
あ

門
の

ゆ
O

8

菅
巽
卜
腎
い
み
K
1
面

O
．
◎
り

雪

雲

ユ
入
恥
1
駆
－
昌
q

ゆ
．
卜

の

α
◎
H

ヤ
徳
ミ
ト

。◎，

@

O
。
◎
◎
◎

詣
ゆ
．
一

八
b
へ
F
ヤ
ト

　
1
◎
◎
。
O

起

O
o
◎

（
圃
任
）
鍵
蜘

。っ，

n
目
　
　
　
　
1

ゆ

爲

（
圖
岳
）
曇
狼
レ

卜
．
自

H
o
っ

O
卜
◎
っ

ミ
h
八
申

の。

m
H

αっ

揩､
揩ﾁ

◎
8
．
一

ト
あ
ー
ム
レ

O
，
①
H
　
　
　
　
I

ト
コ

專
N

∈
＝
轄
鰯

鱒
、
轟
一
紛
一
鋸
耀
三
三
…

　
　
　
　
嫉
面
恥
慰
　
誘
文
　
　
　
　
　
　
　
　
誕
、
　
　
「
「
誹
一
　
繍
．
；
」
三
三
撚
羅
購
購

寸
，
◎
o
⑪

ち
尊
．
鵠
一

日
。
q
．
尊
一

囲
丹

I
　
　
　
H
．
8
H

ゆ
虞
．
H
I

自
N
一
寸

卜
恥
後
ム
駅

　
麟
麺
騨
椥
麟
、
e
9
収
櫓
く
険
O
O
目
ロ
＜

麟
趣
並
置
髄
鞭
選
個
灘
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

麟
釦
聯
湘
無
二
蝋
糠
盤

卿
圃

母
。
Q
O
O
N

O．

盾ﾁ

g

1
一
H
。
◎
．
8
一

①
3
、
①
臼

霰
如
○
餌
山
律

O．

n

O

布
如
e
圃
雌
e
引
虻
陪
報

8
邸
で
O
q

掴
。
δ
℃
8

σ己

求
獅
n
q

O．

n

O

寸

卜
q
等
1
肖
q
ト
ト
K

O．

n

H

（
出
任
）
セ
快
財

N。

n

卜
H

Φ
。
Q
N
．
ゆ

〈
墾
み
τ

ゆ．

n

＝

コ

聾
糞
ト
へ
【
い
み
顧
一
k

寸
．
。
う

雪

巽
曇
ミ
ー
終
触
八
斜

ゆ
，
寸

◎g

ﾝ

魁

隠
田
緯
釈

卜．

0
8

◎Q
揩p
BQ

八
勧
「
＾
ヤ
ト

O．

ゆ
N

ゆ
N

ユ
八
二
－
駆
1
垣
u

N．

◎○

揩p

8
H

（
圖
任
）
聰
牌

。っ，

ｨ

ま
。
う

　
　
1
寸
O
σ
澗
．
一

引
物
撫
八
鹸

。◎．

m
N

O
艮

尊
ゆ
．
州

卜
心
！
ム
㍗

oQ．

O
自

O
自

ゐ
へ
h
八
申

一．

m
◎
◎

穂
。
。
。
q
O
、
①
自

1
　
圃
丑

罎
鑓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

購
灘
纈
繍
睡
購

，
購
劃
一
麟
嬢
灘
鷲
．

O．

艫
ﾐ
Q
N

O
卜
O
、
一

O
卜
O
．
一

K
索
か

　
麟
麺
聯
椥
噸
e
9
軒
廊
く
R
8
H
ロ
＜

麟
釦
騨
麺
曄
攣
擬
製
灘

麟
鎚
騨
湘
硬
3
蝦
巡
選

餌
圃

肝
卜
O
O
N

母
①
O
O
N
u
鎖
b
唄
宕
凶
の
Φ
目
の
。
6
①
Σ
　
○
寓
津
）
騒
寒
U
蔵
ミ
懸
釦
聯
麺
樋
、
e
9
喫
櫓
く
b
δ
〇
一
ロ
＜
一
襲
細
騨
直
営
、
礫
倭
e
妊
、
醜
三
野
母
Φ
O
O
N
～
母
ト
O
O
N
⑲
む
㌶
9

　
　
　
（
周
描
や
鴇
－
溢
騒
①
灸
中
賦
ゆ

（
○
自
書
）
鱗
翼
批
降
k
腫
O
卸
町
　
憶

592

Presented by Medical*Online



593第5号，2009第68巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
～
》
黒
和
釦
騨
簑
《
e
竃
歯
籠
綱
鰹
晶
婁

羽
O
マ
專
O
ご
鈷
　
。
Q
O
O
㎝
餌
津
芝
Σ
．
。
◎
O
O
㎝
よ
ま
一
、
目
9
㌣
き
山
登
国
の
①
窃
邸
①
Σ
℃
お
き
。
剃
の
ω
ω
蕊
。
占
　
Q
∩
O
。
麟
㌍
騨
e
レ
蜜
ぐ
e
鋸
果
軽
雪
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
蝿
計
。
Q
8
N
．
卜
0
8
（
鵠
h
）
く
I
k
卜
釦
聯
匝
傘
』
国
Q
冒
P
＼
O
頃
琴
穏

鴎．

@

誌

羽
O
昌

8
。
◎
．
N

。Q

凵
C
H

8
N

N
ぐ
q
H

0
8
、
一

卜
⇔
曹
一
、
Φ
。
っ

布
如
O
国
q
津

圏

8
碧
8
＄
σ
睡
℃
o
q

。さ

增
獅
W

。ご

|
℃
o
臼

q5

掾
獅
W

邸
駕
℃
o
q

。
◎
◎
う
N
、
。
っ
。
っ

O．

n

O

◎り

①
e
q

O

O

I
　
　
O

羽

卜
q
徳
－
蛭
q
ト
ト
K

O
，
○

O

O

霧

O

O

O

ゆ
。
う

ミ
h
八
即

O
．
O

O

O

◎り

O

O

O

O

◎う

（
團
岳
〉
ヤ
辰
貸

O．

n

O

O

N

O

O

O

O

N

㎝．

n

O

O

警

の

eq

O

一

雪

囲
曜
韓
客

の．

O

黛

扁

O

O

oり

Φ
◎
う

K
喰
邸

O．

m

O

Q

O

◎う

O

　
　
O
I

◎り

oり

ム
ヘ
ー
福
徳
A
あ

ゆ．

｡

O

O
c
q
e
q

8
尊

圏
一

8

O

。◎

ト
リ
ト

八
勾
、
兎
ト
　
　
　
　
　
　
　
し

◎◎、

O

◎り

◎う

g

　
灘
雛
一
難
耀
継
懸
難
糠．

齟
ﾟ
無
麟

寸
“
酋
　
　
　
　
I
N
o
う
一

　
　
ゆ
海
難
謝
灘

og

　
8
顯
鵬
．
麟
　
お
寸

（
圖
岳
）
麹
撫
　
　
　
懸
．
懸
鎌
ト
あ
ー
ム
穏

卜．

盾

N
紅
っ
N

O
α
Q

鈷

O．

O

ト
N

O

oう

O

O

創り

布
愈
e
圃
哩
e
羽
幾
降
報
　
　
　
　
　
1

◎Q．

Z
一

O

。う

\

ト
＄

誌

1
　
α
Q
寸

O
　
　
I

り

寸
8

ト
駆
艇
八
駅

一．

O

O

O

頃
Q
Q

O

O

の
◎
○

ゆ
。
◎

ト
ひ
駆
み
K
1
曇

O．

ﾇ

O

o◎

O

蕊

め

O
N

◎う

卜
。
っ

一
　
ユ
八
邸
1
犠
1
肖
琢

ゆ
．
り
N

O

①
霧

①
專
百

H
①
卜

O

　
　
　
　
I
N
①

象
O

1
　
①
8
、
。
う

　
　
　
　
　
　
1
〈
恭
山
τ

癒
趣
騨
紳
顧
e
9
喫
給
く
阪
O
ヨ
ロ
＜
三
口
曝
ゆ
妬
息
二
選

ψ
趣
懸
虫

翠
認
罵
胸
製
ゆ
巡
e
申
る
穣
楼

布

犀
歯
秘
送
盤

I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
颪
9
総
へ
A
【
【
＄
卦
聚
e
刃
竹
製
鯉

雇
装
紬
掴
鰹

　
旨
趣
騨
幽
魂
3
瞭
墨
倭

廿
0
8
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

Presented by Medical*Online



594 小児保健研究

して分析し，麻疹排除に向けて国民一人一人が

努力することが求められている。

　全数報告初年の2008年も2007年に引き続い

て，麻疹の全国流行が発生した。全国から

11，007人の麻疹患者が報告され，その44．6％は

ワクチン未接種年齢は2007年と同様に10～20

代が中心であった。なお，表に示したWPRO

発表の2008年日本の確定麻疹患者報告数は

10，944人になっているが，WPROは発症日で

集計しているのに対し，日本の感染症発生動向

調査（全数報告）は診断日で集計しているため，

若干数字に違いがある注）。

　また，感染症流行予測調査事業による，麻疹

含有ワクチンの接種率は，1歳児で約80％と

図1の2001年に比較すると30ポイントの増加で

あったが（図3），1歳児の麻疹ゼラチン粒子

凝集（PA）抗体保有率（1：128以上）が2004

年を最高として徐々に減少してきているのは心

配である（図2＞。また，2001年と異なり，9

歳以上に多数の感受性者の蓄積が認められる。

　1歳児（第1期），小学校入学前1年間の幼

児（第2期），中学1年生（第3期），高校3年

生相当年齢（第4期）の接種率をそれぞれ95％

以上にするためには，教育，医療，行政，研究

機関が連携強化し，2012年の国内麻疹排除に向

けて国民が一丸となった一層の努力が必要であ

る。

　新型インフルエンザの流行が危惧される中，

今年度の第2，3，4期対象者は夏休み中に接種

を完了させて欲しい。また，1歳児は1歳になっ

たらすぐの接種を忘れないで欲しい。

　　　　　　　　文　　　献

ユ）国立感染症研究所感染症情報センター．2012年

　麻疹排除（elimination）にむけて，2009年7月

　現在URL：http：／／idsc．nih．go．jp／disease／mea－

　sles／index　．　htm1

2）　WHO／UNICEF　joint　statement－global　plan　for
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　　　　　　　　　　　　　＃12009年4月時点の集計値（暫定値）であり，今後変わる可能性があります。

図3　2008年度感染症流行予測調査事業より得られた年齢別麻疹含有ワクチン接種率
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